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令
和
５
年
度
越
後
支
部
総
会
で
第
11
代
支
部
長

の
指
名
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
山
岳
会
１
１
８
年

の
歴
史
に
お
い
て
２
代
目
会
長
に
高
頭
仁
兵
衛
翁

を
輩
出
し
、
戦
後
い
ち
早
く
藤
島
玄
初
代
支
部
長

の
も
と
で
越
後
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史

と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
重
厚
な
人
材
が
長
年
に

わ
た
り
新
潟
県
登
山
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
組
織
も
高
齢
化
が
進
み
若
年
層

の
構
成
が
極
端
に
少
な
い
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま

す
。
私
の
任
務
は
「
越
後
の
登
山
文
化
を
継
承
し

な
が
ら
も
、
次
世
代
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

正
確
に
言
う
な
ら
、
す
で
に
諸
先
輩
に
よ
り
積

み
上
げ
ら
れ
た
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
４
月
１
日
の
日

本
山
岳
会
の
公
益
社
団
法
人
化
は
、
平
成
20
年

（
２
０
０
８
年
）
末
か
ら
施
行
さ
れ
、
猶
予
期
間

は
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
ま
で
の
５
年
間
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
「
何
も
し
な
い

支
部
」
を
標
榜
し
て
き
た
越
後
支
部
の
、
支
部
活

性
化
を
め
ざ
す
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
支
部
活
性
化
に
向
け
て
動
き
が
活
発

化
し
ま
す
。新
制
度
施
行
直
後
（
平
成
21
年
５
月
）

か
ら
、
組
織
変
革
に
対
応
し
た
支
部
会
則
・
内
規

や
専
門
委
員
会
創
設
等
組
織
活
動
の
骨
格
づ
く
り

を
進
め
た
山
崎
幸
和
第
７
代
支
部
長
。

　

そ
の
後
、
同
好
会
の
設
立
、
公
募
登
山
な
ど
で

新
入
会
員
増
に
力
を
尽
く
し
た
橋
本
正
巳
第
８
代

支
部
長
、「
日
本
三
百
名
山
越
後
支
部
担
当
21
座

登
頂
（
創
立
70
周
年
記
念
事
業
）」、
全
国
支
部
懇

談
会
越
後
支
部
主
幹
、「
山
の
日
」
記
念
事
業
と

し
て
糸
魚
川
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
子
ど
も
登
山
教
室

や
高
頭
祭
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
た
遠
藤
家
之
進

正
和
第
９
代
支
部
長
。

　

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
時
代
に
あ
っ

て
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
、
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
設
立
、
会
員
募
金
に
よ
る
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿

像
碑
修
復
、「
写
真
で
見
る
高
頭
祭
の
あ
ゆ
み

（
２
０
２
０
）」
発
刊
、
弥
彦
・
国
上
エ
リ
ア
の
持

続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
実
績
を
残
し
た
桐
生
恒
治
第
10
代
支
部
長
と
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
一
歩
一

歩
継
続
し
て
14
年
間
着
実
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
活
動
の
変
化
や
新
入
会
員
増
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
途
上
に
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。
現
在
65
歳
以
下
の
支
部
会
員
は
27
名
で
20
代

会
員
は
皆
無
で
す
。
こ
の
度
、
65
歳
以
下
支
部
会

員
か
ら
７
名
が
理
事
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
時
代
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、
伝

統
を
重
視
し
な
が
ら
も
時
代
に
即
応
し
た
柔
軟
な

発
想
も
組
織
存
続
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
組
織
活
動
を
基
礎
に
し
て
、
次
世

代
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て

支
部
活
性
化
を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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文
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と
次
世
代
会
員
の
育
成
を
！

�

支
部
長
　
後
藤
　
正
弘

私の一枚

　大好きな山の先輩方と念願の雪の
守門岳に行った時の一枚です。真っ
青な青空と雄大な大雪庇！　そして
下山に歩いた縦走コースで、この素
晴らしい風景に出会いました。
　目の前に広がる山々の大パノラマ
と雪庇のコラボです。身体中が震え
るくらい感動しました。今まさに自
分がこの場所に立っている。それが
嬉しくて嬉しくて。
　山登りをしていて良かったなと心
から思えるひとときでした。

� 撮影者　久保田　千歳東洋一の大雪庇！守門岳の大パノラマ！
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地
域
の
山

土つ
ち
う
ず
み
や
ま

埋
山
（
６
９
６
．
５
ｍ
）

　
　

一
等
三
角
点
補
点
の
山　

�

多
田
　
政
雄

　

土
埋
山
は
阿
賀
町
津
川
の
奥
、
会
津
と
の
県
境

に
あ
る
。
藤
島
玄
著
の
越
後
の
山
旅
上
巻
に
案
内

が
あ
る
が
他
に
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
交
通

の
便
も
悪
く
馴
染
み
の
薄
い
不
遇
の
山
で
は
あ
る

が
、
一
等
三
角
点
補
点
の
山
で
あ
り
展
望
は
良
く

静
か
で
一
部
の
岳
人
に
は
人
気
の
あ
る
山
だ
。

　

登
山
口
は
、
磐
越
道
津
川
Ｉ
Ｃ
で
高
速
を
降
り

国
道
49
号
会
津
方
面
に
右
折
、
津
川
の
町
を
過
ぎ

て
し
ば
ら
く
進
み
見
返
大
橋
を
渡
る
。
右
側
下
に

八
木
山
集
落
が
見
え
左
側
に
吉
田
屋
酒
店
が
あ

る
。
集
落
を
過
ぎ
て
直
ぐ
右
側
に
旧
津
川
カ
ン
ト

リ
ー
の
ゴ
ル
フ
場
の
看
板
が
見
え
、
八
木
山
集
落

へ
の
会
津
方
面
か
ら
の
入
口
道
路
へ
右
折
し
直
ぐ

に
標
高
２
４
４
ｍ
地
点
で
左
折
し
田
沢
集
落
へ
の

道
を
行
く
。
３
８
３
ｍ
地
点
の
峠
を
越
え
下
り
き

る
と
昔
の
懐
か
し
さ
の
漂
う
田
沢
集
落
２
８
９
ｍ

地
点
に
着
く
。
集
落
を
通
過
し
山
の
中
を
進
み
３

５
６
ｍ
地
点
を
過
ぎ
る
と
右
手
の
楢
林
の
伐
採
地

跡
の
少
し
下
に
広
場
が
あ
り
こ
こ
に
駐
車
で
き

る
。

　

そ
こ
か
ら
歩
き
始
め
て
道
路
に
戻
り
少
し
先
に

進
む
と
右
手
に
電
柱
が
あ
り
番
号
プ
レ
ー
ト
が

貼
っ
て
あ
り
36
番
が
登
山
口
に
な
る
。
約
４
１
０

ｍ
地
点
左
側
に
土
埋
山
登
山
道
の
木
製
標
識
柱
が

あ
る
。
そ
こ
の
杉
林
の
下
を
抜
け
右
側
に
杉
林
を

見
な
が
ら
尾
根
に
取
付
く
が
急
登
で
滑
り
や
す
く

ロ
ー
プ
が
１
本
下
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
登

山
道
も
は
っ
き
り
し
て
き
て
、
左
右
に
楢
の
木
の

林
の
尾
根
を
ド
ン
ド
ン
登
っ
て
行
く
と
５
３
０
ｍ

地
点
で
北
方
面
に
蒜
場
や
飯
豊
連
峰
と
南
側
に
は

御
神
楽
岳
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
ま
で
登
山
口
か

ら
ノ
ン
ビ
リ
で
40
分
位
。
一
休
み
し
て
６
５
０
ｍ

地
点
か
ら
尾
根
が
右
に
曲
が
り
少
し
鞍
部
に
な
っ

て
い
る
付
近
よ
り
両
側
に
笹
が
生
え
て
お
り
少
し

歩
き
に
く
い
所
が
あ
る
が
登
山
道
は
は
っ
き
り
し

て
お
り
問
題
は
無
く
、
休
憩
地
点
か
ら
は
ノ
ン
ビ

リ
で
40
分
位
で
山
頂
に
着
く
。

　

山
頂
は
広
く
は
な
い
が
３
６
０
度
の
展
望
が
開

け
て
お
り
、
北
側
に
は
飯
豊
連
峰
と
南
側
に
は
御

神
楽
と
会
津
と
の
県
境
の
山
々
や
日
本
平
山
か
ら

の
川
内
の
山
々
、
ま
た
福
島
方
面
は
磐
梯
山
や
吾

妻
連
峰
な
ど
が
見
え
る
。
山
頂
広
場
の
南
方
面
に

少
し
先
に
行
く
と
南
西
面
に
大
き
く
崩
れ
た
跡
が

あ
る
。昔
の
地
震
で
地
滑
り
が
発
生
し
た
場
所
で
、

山
名
の｢

土
埋
つ
ち
う
ず
み
」
の
由
来
と
な
っ
た

地
形
で
あ
る
。

　

低
い
灌
木
が
あ
る
の
で
登
山
シ
ー
ズ
ン
と
し
て

は
、
春
先
の
高
い
山
に
残
雪
の
有
る
頃
と
秋
の
紅

葉
の
頃
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　

山
頂
で
景
色
を
堪
能
し
た
ら
往
路
を
下
山
す

る
。
急
な
と
こ
ろ
は
濡
れ
て
い
る
と
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
駐
車
場
ま
で

は
、
ノ
ン
ビ
リ
で
45
分
位
。（
駐
車
場
に
は
何
年

か
前
か
ら
廃
車
が
１
台
あ
り
）

●�

帰
路
温
泉
に
入
り
た
い
方
は
津
川
で
諏
訪
峠
方

面
に
進
む
と
津
川
温
泉
が
あ
り
入
湯
料
５
０
０

円
。
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
肌
が
ツ
ル
ツ
ル

す
る
良
い
温
泉
で
す
。

　

写
真
は
土
埋
山
山
頂
か
ら
の
蒜
場
山
か
ら
大
日

岳
に
続
く
飯
豊
連
峰
で
す
。
今
年
の
４
月
10
日
撮

影
。上

高
地
と
西
穂
高
・
丸
山
山
行

�

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会　

遠
藤
　
俊一

　

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
で
は
、
上
高
地
と

西
穂
山
荘
付
近
の
冬
景
色
を
切
り
取
ろ
う
と
計

画
、
10
名
が
参
加
し
た
。

　

令
和
５
年
２
月
３
日
、
車
３
台
に
分
乗
し
て
上

高
地
へ
の
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
沢
渡
へ
。
今
日

の
宿
泊
は
、
沢
渡
か
ら
上
高
地
へ
の
バ
ス
乗
り
換

え
駐
車
場
の
前
に
あ
る
木
造
２
階
建
の
小
さ
な
建

物
で
あ
る
。

　

２
月
４
日
、
６
時
起
床
、
８
時
出
発
と
し
て
い

た
が
、
も
う
４
時
頃
か
ら
起
き
だ
し
て
、
ガ
サ
ガ

サ
ご
そ
ご
そ
朝
食
や
出
か
け
る
支
度
が
始
ま
っ

た
。
予
約
し
て
お
い
た
タ
ク
シ
ー
も
早
く
来
た
の

で
、
早
々
に
出
発
、
釜
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
に
向
か

う
。

　

釜
ト
ン
ネ
ル
ゲ
ー
ト
前
を
７
時
46
分
出
発
し

た
。
釜
ト
ン
ネ
ル
は
長
さ
１
３
０
０
ｍ
余
、
そ
の

先
の
上
高
地
ト
ン
ネ
ル
６
０
０
ｍ
と
合
わ
せ
約
２

０
０
０
ｍ
の
登
り
は
、
結
構
つ
ら
い
登
り
で
あ
っ

た
。
除
雪
さ
れ
た
道
路
を
上
高
地
ホ
テ
ル
ま
で
進

む
。
こ
こ
か
ら
、
大
正
池
湖
畔
の
道
へ
入
り
、
田

代
池
、
田
代
橋
へ
と
向
か
う
。

　

生
憎
の
天
候
で
、
周
囲
の
山
々
は
雲
の
中
、
白

と
灰
色
の
墨
絵
の
世
界
で
あ
る
。
変
化
の
な
い
雪

原
を
歩
く
こ
と
１
時
間
、
よ
う
や
く
田
代
橋
に
着

い
て
小
休
止
。
依
然
晴
れ
る
気
配
は
な
い
。
10
時

45
分
河
童
橋
に
到
着
。
残
念
な
が
ら
前
穂
か
ら
奥

穂
へ
か
け
て
の
雄
大
な
山
並
み
は
雲
の
中
。

　

こ
こ
で
昼
食
と
し
て
、11
時
36
分
に
下
山
開
始
。

行
く
と
き
に
き
つ
か
っ
た
ト
ン
ネ
ル
も
下
る
の
は

早
い
。
13
時
54
分
に
到
着
。
予
約
の
タ
ク
シ
ー
で

沢
渡
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
我
々
の
車
に
乗
換
え



令和５年６月23日日本山岳会越後支部報（3）

て
、
今
日
の
宿
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
へ
。

　

２
月
５
日
、昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
快
晴
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
改
札
口
は
行
列
が
で
き
て
い
て
、

順
番
を
待
つ
し
か
な
い
。
山
頂
駅
を
９
時
50
分
出

発
。
青
空
と
強
い
日
差
し
で
は
あ
る
が
、
密
生
し

た
杉
林
の
中
の
緩
い
勾
配
の
道
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

を
繰
り
返
し
な
が
ら
登
る
。
標
高
２
２
０
０
ｍ
く

ら
い
か
ら
西
穂
山
荘
（
２
３
７
０
ｍ
）
へ
の
急
登

と
な
る
。
こ
こ
で
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
し
て
、
急
登

を
登
り
切
っ
て
山
荘
へ
11
時
30
分
に
到
着
す
る
。

冬
山
の
展
望
の
醍
醐
味
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
も

と
、
真
っ
白
な
笠
ヶ
岳
～
抜
戸
岳
、
御
嶽
山
が
き

れ
い
だ
。

　

こ
こ
で
昼
食
を
と
り
、
眺
望
の
開
け
る
丸
山

（
２
４
５
２
ｍ
）
へ
。
２
４
２
０
ｍ
く
ら
い
ま
で

急
登
で
あ
る
が
、
あ
と
は
だ
ら
だ
ら
歩
き
。
丸
山

ピ
ー
ク
を
目
指
し
て
進
む
。
最
高
の
日
和
の
中
、

西
穂
高
岳
の
雄
姿
を
見
な
が
ら
稜
線
漫
歩
だ
。

ピ
ー
ク
か
ら
は
前
穂
、
西
穂
、
樅
沢
、
抜
戸
、
笠

と
一
望
で
き
た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
展
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

「
鼓
が
倉
山
」
山
行
に
参
加
し
て

�

伊
藤
香
代
子

　

当
初
３
月
26
日
の
予
定
が
雨
天
の
予
報
に
て
25

日
に
変
更
さ
れ
、
奥
只
見
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
第
11

号
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
駐
車
し
、
参
加
11
名
で
７
時

20
分
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
し
登
山
開
始
し
ま
し
た
。

　

募
集
時
よ
り
渡
辺
さ
ん
が
「
誰
で
も
行
か
れ
る

簡
単
な
山
じ
ゃ
な
い
ぞ
。」
と
話
さ
れ
て
い
て
今

ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
山
で
あ
り
、
期
待
と
不

安
の
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
私
が
想
像
し
て
い

た
よ
り
も
雪
が
少
な
く
、
尾
根
は
藪
あ
り
ク
ラ
ッ

ク
あ
り
で
ル
ー
ト
工
作
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

津
久
の
岐
山
９
時
着
、
尾
根
が
広
く
気
持
ち
良

い
雪
面
を
歩
き
、
鼓
が
倉
山
を
見
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
８
０
０
ｍ
付
近
で
は
急
斜
面
を
一
歩
一
歩

慎
重
に
進
ん
で
行
き
ま
し
た
が
、
９
時
30
分
登
山

終
了
。
下
山
時
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ゼ
ン
で
ル
ー

ト
工
作
し
、
ザ
イ
ル
を
設
置
し
て
も
ら
い
ハ
ー
ネ

ス
装
着
で
降
り
ま
し
た
。
私
は
ハ
ー
ネ
ス
を
所
有

し
て
い
て
も
使
い
方
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
て
、

装
備
の
仕
方
を
一
か
ら
教
え
て
頂
き
大
い
に
反
省

し
ま
し
た
。
そ
の
節
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
津
久
の
岐
山
で
昼
食
を

摂
っ
て
い
る
と
、
時
折
、
晴
れ
間
も
あ
り
毛
猛
山

塊
を
見
る
事
が
で
き
、
下
山
時
に
は
今
年
初
の
イ

ワ
ウ
チ
ワ
が
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
秋
に
は
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

下
山
後
、
皆
さ
ん
は
テ
ン
ト
泊
さ
れ
る
と
の
事
、

時
間
も
早
か
っ
た
の
で
堀
ノ
内
の
御
嶽
山
に
寄
り

ま
し
た
。
山
頂
か
ら
は
越
後
三
山
の
眺
望
が
素
晴

ら
し
く
ブ
ナ
林
が
美
し
い
里
山
で
す
が
、
当
日
は

望
め
な
か
っ
た
の
で
後
日
の
楽
し
み
と
し
ま
す
。

今
日
は
自
分
の
未
熟
さ
を
反
省
さ
せ
ら
れ
た
山
行

で
し
た
。　
　

八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園

残
雪
の
蓼
科
山
２
５
３
０
ｍ

�

山
行
委
員
会　

渡
辺
　
茂

日
時
：
２
０
２
３
年
４
月
１
日（
土
）～
２
日（
日
）

参
加
者
：
19
名

　

今
回
の
企
画
は
支
部
会
員
と
の
親
睦
交
流
と
越

後
支
部
会
員
拡
大
も
図
り
た
く
公
募
登
山
と
し

て
、
手
頃
な
山
を
計
画
、
大
勢
の
参
加
を
頂
き
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
（
土
）
長
岡
石
動
駐
車
場
９
時
40
分

集
合
、
今
回
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
行
く
山
旅
で
あ

る
。
新
井
Ｐ
Ａ
で
上
越
の
方
々
と
合
流
し
総
勢
19

名
で
あ
る
。
今
日
の
予
定
は
女
神
乃
茶
屋
前
の
登

山
口
を
確
認
し
、
宿
泊
先
の
蓼
科
莊
に
行
く
の
み

で
あ
る
。

　

今
回
の
登
山
で
は
岩
稜
帯
の
通
過
や
凍
結
し
た

登
山
道
で
ア
イ
ゼ
ン
歩
行
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
車

内
で
ス
リ
ン
グ
に
よ
る
簡
易
チ
ェ
ス
ト
ハ
ー
ネ
ス

の
作
り
方
の
練
習
も
行
っ
た
。
数
年
振
り
の
蓼
科

山
で
あ
る
が
、駐
車
場
に
は
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
、

さ
ら
に
駐
車
場
は
広
く
な
っ
た
よ
う
で
15
台
ほ
ど

が
停
め
ら
れ
て
い
た
。
ス
ズ
ラ
ン
峠
か
ら
は
青
空

の
中
、
八
ヶ
岳
連
峰
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
早

速
、
宿
に
到
着
す
る
と
目
の
前
に
、
明
日
登
る
雪

を
覆
っ
た
蓼
科
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
時
間

も
早
い
こ
と
か
ら
入
浴
や
女
神
湖
周
辺
の
散
策
と

各
々
の
自
由
行
動
と
し
た
。
夕
食
交
流
会
は
自
己

紹
介
の
後
、
山
談
議
に
話
が
盛
り
上
が
り
、
楽
し

く
賑
や
か
な
宴
と
な
っ
た
が
、
明
日
は
６
時
半
出

発
で
あ
る
こ
と
か
ら
早
々
に
就
寝
と
し
た
。

　

４
月
２
日
（
日
）
朝
食
後
、
６
時
半
登
山
口
に
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向
け
出
発
。
７
時
頃
、
登
山
開
始
。
最
初
の
笹
原

の
緩
や
か
な
登
り
を
終
え
る
と
平
坦
地
と
な
り
、

そ
の
後
は
ジ
グ
ザ
ク
の
急
坂
を
登
り
き
る
と
針
葉

樹
林
帯
の
平
坦
地
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
上
着
を
脱

ぎ
小
休
止
と
し
た
。
蓼
科
山
は
森
林
限
界
ま
で
は

針
葉
樹
林
帯
の
日
陰
や
岩
稜
帯
で
凍
結
し
た
登
山

道
で
あ
る
。
標
高
２
０
０
０
ｍ
付
近
か
ら
ア
イ
ゼ

ン
を
装
着
。
所
々
、
雪
の
無
い
岩
稜
帯
も
あ
り
、

ア
イ
ゼ
ン
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら

進
ん
だ
。
カ
ラ
マ
ツ
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
混
合
す
る

樹
林
帯
か
ら
円
錐
形
の
蓼
科
山
を
見
る
こ
と
が
出

来
た
。
森
林
限
界
か
ら
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
場
で

ア
イ
ゼ
ン
を
外
し
ク
サ
リ
と
黄
色
の
ペ
ン
キ
に
従

い
歩
を
進
め
る
と
雪
道
と
な
り
、
右
側
に
山
頂

ヒ
ュ
ッ
テ
が
見
え
る
と
山
頂
は
直
ぐ
で
あ
っ
た
。

山
頂
か
ら
は
槍
ヶ
岳
や
穂
高
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
や
白

馬
岳
、
西
天
狗
、
東
天
狗
を
見
る
こ
と
が
出
来
た

が
、
八
ヶ
岳
連
峰
は
雲
の
中
で
あ
っ
た
。
山
頂
で

記
念
写
真
を
撮
り
、
1
時
間
ほ
ど
の
休
憩
の
後
、

下
山
と
し
た
。
森
林
限
界
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着

し
ス
リ
ッ
プ
に
注
意
し
な
が
ら
降
り
、
怪
我
も
無

く
予
定
時
間
に
登
山
口
に
着
く
こ
と
が
出
来
た
。

平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
「
鳥
屋
山
」

�

佐
藤
レ
イ
子

　

春
と
言
え
ば
カ
タ
ク
リ
で
有
名
な
西
会
津
の
鳥

屋
山
で
す
。
４
月
21
日
、
会
津
在
住
の
佐
竹
さ
ん

と
荻
野
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、
登
山
口
ま
で
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鳥
屋
山
は
一
等
三
角
点
の
山
で
眺
望
に
優
れ
、

標
高
は
５
８
１
ｍ
と
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
途

中
に
第
一
見
晴
台
と
第
二
見
晴
台
が
あ
り
、
そ
の

度
に
急
な
階
段
を
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
楽
に
登
ら
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

さ
す
が
花
の
山
、
登
り
始
め
て
す
ぐ
に
ア
ズ
マ
イ

チ
ゲ
や
カ
タ
ク
リ
の
群
生
が
現
れ
、
芽
吹
い
た
ば

か
り
の
新
緑
と
相
ま
っ
て
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で

す
。
稜
線
に
は
マ
キ
ノ
ス
ミ
レ
、セ
ン
ボ
ン
ヤ
リ
、

ヒ
ゴ
ス
ミ
レ
な
ど
、
花
好
き
な
方
が
多
く
、
足
が

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
山
頂
は
ほ
ぼ
貸
切
状

態
。
天
気
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
山
歩
き
を
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

「
三
角
点
山
」（
５
７
６
．
５
ｍ
）

髙
辻
　
謙
輔

　

今
年
最
初
の
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
関
川
村
の

三
角
点
山
は
光
兎
山
や
朴
坂
山
の
よ
う
に
顕
著
な

姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
の
西
か
ら
東
に
向
か
っ

て
な
だ
ら
か
な
尾
根
が
、
ゆ
っ
た
り
と
伸
び
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
晴
れ
の
５
月
11
日
。
清
流
を
徒
渉
し
て
か

ら
、
か
つ
て
は
村
の
炭
焼
き
道
だ
っ
た
と
い
う
赤

坂
コ
ー
ス
か
ら
登
り
ま
し
た
。
ブ
ナ
の
若
葉
の
木

漏
れ
日
を
浴
び
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
シ
ュ
ー
マ
ン

の
歌
曲
集
「
詩
人
の
恋
」
の
第
１
曲
、「
こ
よ
な

く
美
し
い
月
、
５
月
♪
」
が
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
。

　

足
下
の
チ
ゴ
ユ
リ
や
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
に
目
を

や
り
な
が
ら
２
時
間
で
到
着
。
山
頂
は
ブ
ナ
の
木

に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
広
場
。
参
加
者
一
行
は
円
陣

を
作
っ
て
憩
い
弁
当
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。
入
念
な
下

準
備
を
し
て
頂
い
た
平
田
大
六
講
師
か
ら
三
角
点

山
を
め
ぐ
る
人
、
道
、
歴
史
の
話
を
聞
い
た
後
、

平
ノ
木
平
コ
ー
ス
を
下
山
、
昨
年
８
月
の
豪
雨
で

ヒ
ゴ
ス
ミ
レ

白
花
カ
タ
ク
リ
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大
荒
れ
の
林
道
を
小
１
時
間
歩
い
て
駐
車
場
に
到

着
。
そ
の
後
は
登
録
有
形
文
化
財
の
平
田
邸
と
、

近
く
の
藤
島
文
庫
を
見
学
。
充
実
し
た
１
日
で
し

た
。　

「 

越
後
支
部
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

同
好
会
設
立
の
ご
案
内
」

玉
木
大
二
朗

　

本
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年
度
第
２
回

越
後
支
部
役
員
会
（
理
事
会
）
に
お
い
て
、
越
後

支
部
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
同
好
会
の
設
立
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
同
好
会
の
目
的
は
ス
キ
ー
を
媒
介

と
し
て
支
部
会
員
の
交
流
を
深
め
、
ス
キ
ー
技
術

の
向
上
及
び
雪
山
登
山
に
お
け
る
山
岳
遭
難
防
止　

対
策
の
知
識
並
び
に
技
術
の
習
得
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
設
立
時
の
会
員
数
は
廣
井
博
行
同　

好
会
長
以
下
12
名
で
す
。
実
質
の
活
動
は
来
シ
ー

ズ
ン
の
冬
季
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ゲ
レ
ン

デ
ス
キ
ー
、
山
ス
キ
ー
を
問
わ
ず
広
く
ス
キ
ー
を

行
わ
れ
る
支
部
会
員
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

連
絡
先
：
玉
木
大
二
朗　

携
帯
電
話
：
０
９
０
―
８
７
２
３
―
４
４
８
０

e-m
ail

：tam
a1421@

m
2.tlp.ne.jp

山
行
委
員
会

飯
豊
連
峰
の
盟
主　

飯
豊
本
山

（
２
１
０
５
ｍ
）
登
山
の
ご
案
内

　

今
回
は
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
に
連
な
る
飯
豊

連
峰
、
山
小
屋
宿
泊
登
山
を
計
画
し
ま
し
た
。
飯

豊
連
峰
は
ブ
ナ
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
美
し
い
林
、
さ

ら
に
残
雪
と
お
花
畑
が
広
が
る
稜
線
へ
と
山
稜
を

連
ね
る
奥
深
さ
が
魅
力
の
山
で
す
。

１　

期　

日　

２
０
２
３
年
７
月
１
日
（
土
）

�

～
２
日
（
日
）　

２　

集
合
場
所　

高
速
道
路�

鳥
原
バ
ス
停

�
�

駐
車
場　

５
時　

３　

登
山
ル
ー
ト　

　

・�

７
／
１
（
土
）��

新
潟
～
津
川
Ｉ
Ｃ
～
弥
平

四
郎
登
山
口
～
松
平
峠
～
三
国
岳
～
切
合

小
屋
（
泊
）

　

・�

７
／
２
（
日
）��

切
合
小
屋
～
飯
豊
本
山
～

切
合
小
屋
～
弥
平
四
郎
登
山
口
～
新
潟

４　

�

参
加
対
象　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
会
員
で

山
岳
保
険
加
入
者
お
よ
び
支
部
会
員
が
推
薦

す
る
方

　
　

＊�

ア
イ
ゼ
ン
６
本
以
上
装
着
お
よ
び
シ
ュ
ラ

フ
持
参
可
能
な
方

５　

募
集
人
員　

先
着
20
名

６　

参
加
費　
　

�

２
，
０
０
０
円
（
交
通
費
、
宿

泊
費
別
）

　

詳
細
は
越
後
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。
な
お
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案
内
し
て

い
る
た
め
定
員
に
達
し
て
い
る
場
合
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。

第
66
回
高
頭
祭
開
催
と
弥
彦
大
平

園
地
清
掃
協
力
の
お
願
い

　

今
年
度
第
66
回
高
頭
祭
は
、
７
月
25
日
（
火
）

午
後
２
時
30
分
か
ら
弥
彦
山
大
平
園
地
で
開
催
し

ま
す
。
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
碑
前
で
の
献
花
・
献

酒
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
記
念
講
演
は
、
日
本

山
岳
会
坂
井
広
志
副
会
長
か
ら
『
日
本
山
岳
会
１

２
０
周
年
記
念
事
業
「
引
き
継
が
れ
る
山
岳
祭
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
高
頭
祭
は
、
上
高
地
ウ
ェ

ス
ト
ン
祭
に
次
ぐ
伝
統
と
実
績
あ
る
山
岳
祭
で
あ

り
、
支
部
会
員
皆
様
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

高
頭
祭
終
了
後
、
弥
彦
本
山
奥
の
院
に
向
か
い

午
後
５
時
か
ら
安
全
登
山
祈
願
祭
、
そ
の
後
午
後

６
時
頃
よ
り
第
68
回
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
が　

行
わ
れ
ま
す
。
た
い
ま
つ
登
山
参
加
希
望
者
は
、

届
け
出
が
必
要
と
な
る
た
め
７
月
５
日
ま
で
に
、

小
山
一
夫
事
業
委
員
長
（T

EL:090-5219-7432

）

に
連
絡
願
い
ま
す
。

　

ま
た
自
然
保
護
委
員
会
で
は
、
高
頭
祭
開
催
前

の
午
前
８
時
頃
か
ら
、
弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
大

平
園
地
登
り
口
か
ら
の
登
山
道
草
刈
り
と
寿
像
周　

辺
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
遠
来
か
ら
の
多
く
の
高

頭
祭
参
加
者
を
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
す
る
た
め
、

支
部
会
員
皆
様
に
作
業
協
力
依
頼
の
お
声
掛
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
に
奉
仕
活
動
へ
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
、
小
野
寺
昭
彦
自
然
保
護
副
委
員
長

（
℡
：
０
９
０
―
５
３
２
５
―
２
３
８
６
）
で
す
。

山
行
委
員
会

初
雪
山
（
１
６
１
０
ｍ
）

　
　
　
　
　

登
山
の
ご
案
内

　

初
雪
山
は
、
飛
騨
山
脈
の
富
山
県
朝
日
町
に
あ

る
山
、
栂
海
新
道
の
朝
日
岳
か
ら
犬
ヶ
岳
に
向
か

う
と
左
側
に
大
き
く
聳
え
る
山
で
す
。
山
頂
へ
は

積
雪
期
か
残
雪
期
の
登
山
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
２
０
０
７
年
越
戸
峠
か
ら
の
巡
視
路
が
整
備
さ

れ
、
雪
の
無
い
季
節
に
も
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

山
で
す
。

１　

期　

日　

２
０
２
３
年
10
月
７
日
（
土
）

�

～
９
日
（
月
）　

２　

集
合
場
所��

親
不
知
観
光
ホ
テ
ル
駐
車
場　

�

14
時

３　

登
山
ル
ー
ト　

　

・�

10
／
７
（
土
）��

新
潟
～
朝
日
町
キ
ャ
ン
プ

場
（
テ
ン
ト
泊
）

　

・�

10
／
８
（
日
）��

朝
日
町
キ
ャ
ン
プ
場
～
越

戸
峠
～
初
雪
山
（
往
復
）　

（
健
脚
向
き�

歩
行
11
時
間
）

�

（
宿
泊
は
親
不
知
観
光
ホ
テ
ル
を
予
定
）

　

・
10
／
９
（
月
）�

朝
日
町
～
新
潟

４　

�

参
加
対
象　
　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
会
員

で
山
岳
保
険
加
入
者
、

５　

募
集
人
員　

先
着
10
名　
　

６　

参
加
費　
　

�

２
，
０
０
０
円
（
交
通
費
、
宿

泊
費
別
）　　

　

定
員
に
達
し
て
い
る
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
は
８
月
頃
に
越
後
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

・�

当
初
計
画
の
日
程
は
10
／
21
―
22
の
予
定
で
し

た
が
、
日
程
を
変
更
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
度

越
後
支
部
総
会
開
催
さ
れ
る

　

５
月
27
日
に
行
わ
れ
た
令
和
５
年
度
越
後
支
部

総
会
に
お
い
て
、
支
部
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

役
員
の
互
選
に
よ
り
支
部
三
役
及
び
委
員
長
が
決

定
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
副
委
員
長
と

専
門
委
員
に
つ
い
て
の
指
名
と
了
解
を
得
ま
し

た
。
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
３
年
１
月
～
４
月
）

１　

新
入
会
員

　
　

佐
野　

哲
郎
（
１
７
０
４
０
）

２　

退
会
会
員

　
　

渡
邉　

幸
夫
（
１
２
０
９
６
）

●
支
部
会
員
総
数
（
２
０
２
３
年
４
月
末
日
現
在
）

　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
６
０
名　

　

支
部
会
友
７
名

 

広
報
委
員
長
に
就
任
し
て

�

諏
訪
　
惠
一

　

こ
の
度
、
広
報
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
諏
訪

惠
一
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
広
報
委
員
会
で
は
年
３
回
の
支
部
報
発

行
と
随
時
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。

　

支
部
報
で
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
「
私
の
一
枚
」

と
題
し
て
会
員
の
皆
様
の
自
慢
の
力
作
と
一
言
コ

メ
ン
ト
を
、
ま
た
、
巻
頭
言
と
し
て
時
々
の
重
要

な
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
事
面

で
は
、「
地
域
の
山
」
シ
リ
ー
ズ
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
は
な
か
な
か
載
ら
な
い
が
味
の
あ
る
山
を
紹

介
し
た
り
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
事
業
や
行
事
の

案
内
お
よ
び
参
加
募
集
並
び
に
報
告
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
迅
速
性
や
内
容
の
詳
細
度
合
で

は
敵
わ
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
時
間
的
ず
れ
が
原
因
で
、
支
部
報

を
見
て
山
行
申
し
込
み
を
し
た
際
に
既
に
定
員
に

達
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
も
発
生
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
支
部
報
の
内
容
を
ど
の

よ
う
に
刷
新
す
る
か
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
を
迅
速
に
会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
に
は

ど
う
す
る
か
な
ど
に
取
組
み
、
時
代
に
合
っ
た
広

報
委
員
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
部
報
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
会
員
の
皆

様
か
ら
の
情
報
が
命
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

最
近
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
し
て
い
る

支
部
会
員
の
方
か
ら
、
そ
の
生
息
を
脅
か
す
大
き

な
要
因
の
一
つ
は
地
球
温
暖
化
だ
と
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
温
暖
化
で
は
平
均
気
温
が
１
℃
上
昇
す

る
と
営
巣
の
適
地
が
１
５
０
ｍ
高
い
位
置
に
移
動

す
る
こ
と
に
も
な
り
、
何
と
か
絶
滅
を
防
ご
う
と

の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

温
暖
化
対
策
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
温
暖
化
し

て
し
ま
っ
た
現
実
な
ど
の
中
で
被
害
の
軽
減
を
目

指
す
、
温
暖
化
へ
の
「
適
応
」
策
と
、
そ
も
そ

も
の
温
暖
化
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
緩

和
」
策
が
有
り
ま
す
。「
緩
和
」
策
の
方
で
は
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

は
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
山
や
も
、
で

き
る
こ
と
は
ほ
ん
の
小
さ
な
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
市
民
と
し
て
、
自
然
の
中
で
の
活
動
に
お

い
て
も
「
脱
炭
素
」
に
つ
い
て
も
考
え
、
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
佐
藤
高
晴
）

令
和
５
・
６
年
度
支
部
役
員
体
制
に
つ
い
て

５
月
27
日
支
部
総
会
に
て
、
次
の
新
役
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

支 

部 

長

後　

藤　

正　

弘
（
上
越
市
）

副
支
部
長
・
山
行
委
員
長

渡　

辺　
　
　

茂
（
新
潟
市
）

副
支
部
長
・
自
然
保
護
副
委
員
長

井　

口　

礼　

子
（
見
附
市
）

事
務
局
長
・
総
務
委
員
長

玉　

木　

大
二
朗
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
総
務
副
委
員
長

佐　

藤　
　
　

博
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
長

知　

野　

勇　

人
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
事
業
委
員
長

小　

山　

一　

夫
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長

佐　

藤　

高　

晴
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長

多　

田　

政　

雄
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
事
業
副
委
員
長

佐　

藤　

レ
イ
子
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
山
行
副
委
員
長

多　

田　

和　

広
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長

大　

場　
　
　

勲
（
新
潟
市
）

理　
　

事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
副
委
員
長

松　

野　
　
　

敬
（
佐
渡
市
）

理　
　

事
・
山
行
副
委
員
長

廣　

井　

博　

行
（
柏
崎
市
）

理　
　

事
・
自
然
保
護
委
員
長

春　

日　

良　

樹
（
妙
高
市
）

理　
　

事
・
広
報
委
員
長

諏　

訪　

惠　

一
（
長
岡
市
）

理　
　

事
・
県
山
協
委
員
長

松　

井　

潤　

次
（
小
千
谷
市
）

理　
　

事
・
自
然
保
護
副
委
員
長

小
野
寺　

昭　

彦
（
長
岡
市
）

理　
　

事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
副
委
員
長

和　

田　

甲　

臣
（
長
岡
市
）

理　
　

事
・
古
道
調
査
Ｐ
Ｊ
Ｔ

佐
久
間　

雅　

義
（
新
発
田
市
）

理　
　

事
・
事
業
副
委
員
長

小　

林　

頼　

雄
（
弥
彦
村
）

理　
　

事
・
自
然
保
護
副
委
員
長

高　

畑　

悦　

武
（
燕
市
）

理　
　

事
・
山
行
副
委
員
長

佐　

竹　

信　

幸
（
会
津
若
松
市
）

監　
　

事

井　

口　

光　

利
（
見
附
市
）

監　
　

事

立　

入　
　
　

清
（
上
越
市
）

顧　
　

問

桐　

生　

恒　

治
（
見
附
市
）

顧　
　

問

靏　

本　

修　

一
（
糸
魚
川
市
）

　

今
回
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
々
は
、
事
務
局
長
小
泉
良
夫
様
、
理
事
の
井
春
文
様
、
石
山
政
雄
様
、

五
十
嵐
恵
美
子
様
、
顧
問
の
遠
藤
家
之
進
正
和
様
、
阿
部
信
一
様
で
す
。
長
い
間
支
部
業
務
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、遠
藤
家
之
進
正
和
様
は
、支
部
会
則
と
内
規
に
基
づ
き
支
部
名
誉
会
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
、

理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
委
員
と
し
て
、
公
募
登
山
担
当
滝
沢
信
子
氏
（
新
潟
市
）
と
公
募
医
療
担
当
根
津

洋
子
氏
（
小
千
谷
市
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
長
は
松
井
潤
次
氏
（
小
千
谷
市
）、

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
長
は
遠
藤
俊
一
氏
（
新
潟
市
）、

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
同
好
会
長
は
廣
井
博
行
氏
（
柏
崎
市
）
で
す
。


